
機械学習を用いた非侵襲温度計測法の開発に取り組んでいます。今回
は、その一例として均質材料において温度推定を行った事例を紹介し、
提案する温度計測法の可能性について展示します。

◎技術の詳細

機械学習を用いることで、表面温度

から物体内部の温度を精度良く推定

できるシステムを開発した。

◎均質材料における温度推定の結果

製作や加工がしやすい寒天を使って、

温度推定を行った結果、絶対平均誤差

0.5℃以内に収めることができた。

この技術を使えば、機械学習モデルは

必要だが、表面温度から容易に物体

内部の温度推定ができる。

◎応用範囲

当該技術を活用可能な業種：製造業、建設業
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